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代表質問を終えて 　　

　

九
州
北
部
豪
雨
災
害
後
の
初
の
議
会
で
あ
り
、わ
が
会
派
は
、

本
議
会
は
緊
急
災
害
対
策
の
た
め
の
議
会
だ
と
位
置
づ
け
、
代

表
質
問
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

冒
頭
、「
県
地
域
防
災
計
画
を
は
じ
め
各
種
計
画
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
の
再
検
討
と
強
化
を
図
っ
て
き
た
と
思
う
が
、
今
回
の

防
災
対
策
に
生
か
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
れ
と
も
今
回
の
豪
雨

が
想
定
外
で
あ
り
、
新
た
な
計
画
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
」
を
問
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
内
閣
府
、
国
土
交

通
省
な
ど
と
合
同
で
避
難
行
動
等
に
関
す
る
現
地
調
査
を
行

い
、
こ
の
結
果
や
、
今
回
の
豪
雨
災
害
に
お
け
る
災
害
対
応
の

経
験
を
踏
ま
え
、
県
地
域
防
災
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
全
面

的
に
検
証
し
、
必
要
な
見
直
し
を
進
め
て
い
く
」
と
の
回
答
を

得
ま
し
た
。

　

次
に
、
一
時
は
千
人
を
超
え
る
人
た
ち
が
孤
立
状
況
に
追
い

や
ら
れ
た
そ
の
原
因
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

県
当
局
か
ら
は
、
孤
立
が
発
生
し
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
関
係

部
局
が
連
携
を
図
り
、
法の

り

面め
ん

の
補
強
な
ど
、
よ
り
安
全
性
の
高

い
道
路
の
整
備
と
そ
の
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
る
と
の
回
答

を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
者
の
早
期
の
生
活
再
建
支
援
に
つ
い
て
は
、
被

災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に
お
い
て
支
給
額
の
増
額
と
半
壊
や

一
部
損
壊
へ
の
対
象
拡
大
、
災
害
援
護
資
金
貸
付
金
の
所
得
制

限
撤
廃
を
国
に
要
望
し
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
り
、
さ
ら
に
既

に
県
独
自
の
制
度
と
し
て
、
貸
付
金
の
利
子
を
市
町
村
が
負
担

す
る
場
合
、
そ
の
二
分
の
一
を
助
成
し
、
利
用
者
の
金
利
負
担

を
無
く
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

自
民
党
県
議
団

　

九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
２
か
月
経
過
し
、
被
災
地
へ
の
お

悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
被
災
者
の
生
活
支
援
と
復

旧
に
取
り
組
む
所
存
を
表
明
し
ま
し
た
。
質
問
は
、
半
壊
家
屋

の
解
体
・
撤
去
が
公
費
補
助
と
な
る
よ
う
国
へ
の
働
き
か
け
、

た
め
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
県
内
全
市
町
村
で
の
公
表
、
災

害
に
強
い
針
広
混
交
林
に
よ
る
森
林
づ
く
り
、
事
前
防
災
予
算

の
積
極
的
な
計
上
等
を
質
し
ま
し
た
。
県
は
、
県
議
会
と
共
に

国
へ
半
壊
家
屋
も
補
助
対
象
と
す
る
要
望
の
継
続
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
未
公
表
の
21
市
町
に
公
表
・
配
布
の
働
き
か
け
、
針
広

混
交
林
に
よ
る
森
林
づ
く
り
の
検
討
、
積
極
的
な
事
前
防
災
・

減
災
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
明
言
し
ま
し
た
。

　

基
金
残
高
と
関
連
付
け
た
地
方
交
付
税
削
減
の
国
の
動
き
に

対
し
て
、
断
固
抗
議
す
べ
き
と
質
す
と
、「
地
方
財
政
に
余
裕

が
あ
る
か
の
よ
う
な
議
論
は
妥
当
で
は
な
く
、
断
じ
て
容
認
で

き
な
い
」
と
し
ま
し
た
。

　

本
県
の
最
低
賃
金
が
39
年
間
、
４
段
階
下
位
の
Ｃ
ラ
ン
ク
付

け
の
不
当
性
を
指
摘
す
る
と
、
本
県
が
国
に
地
域
間
格
差
に
つ

な
が
っ
て
い
る
ラ
ン
ク
制
度
の
見
直
し
を
提
言
し
た
こ
と
で
、

今
後
も
最
低
賃
金
の
あ
る
べ
き
姿
を
質
し
て
い
き
ま
す
。

　

病
気
等
で
長
期
入
院
の
高
校
生
の
学
習
支
援
と
し
て
、
教
員

に
よ
る
個
別
指
導
と
通
信
教
育
を
組
み
合
わ
せ
た
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
制
度
化
を
質
し
た
と
こ
ろ
、
教
育
長
は
学
習
支
援
を
組

織
的
・
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
制
度
の
具
体
的
な
枠
組
み

を
さ
ら
に
検
討
す
る
と
し
ま
し
た
。

民
進
党
・
県
政
県
議
団

　

公
明
党
県
議
団
で
行
っ
た
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
被
災
地
調

査
に
基
づ
き
、
本
県
に
お
け
る
災
害
対
策
の
基
本
姿
勢
を
最
初

に
質
し
ま
し
た
。
農
業
の
復
旧
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
、
大
規

模
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化
、
プ
ッ
シ
ュ
型
情
報
配

信
の
充
実
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
導
入
促
進
等
を
求
め
、
県
民
の

安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
の
施
策
を
促
し
ま
し
た
。

　

国
連
の
定
め
る
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
達
成
推
進
に
つ
い
て
、
県
か
ら
全
面
的
な
賛
同
を
得
ま
し

た
。
こ
の
目
標
の
一
つ
で
も
あ
る
食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進
に
関

し
て
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
等
の
支
援
を
通
し
て
、
さ
ら
な

る
推
進
を
図
る
旨
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

医
療
・
福
祉
問
題
で
は
、
在
宅
の
重
症
心
身
障
が
い
児
者
の

短
期
入
所
に
応
え
る
た
め
の
看
護
師
報
酬
の
加
算
等
の
措
置
や

医
療
的
ケ
ア
児
の
通
学
支
援
の
改
善
等
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

建
築
・
建
設
問
題
で
は
、
建
設
業
に
お
け
る
社
会
保
険
等
の

未
加
入
対
策
、
法
定
福
利
費
の
確
保
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
世
界
遺
産
を
利
活
用
し
た
観
光
行
政
の
推

進
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
利
活
用
、
精
神
障
が
い
者
の
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
支
援
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
を
踏
ま
え
た
学
力
の
向
上

策
等
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
防
止
対
策
な
ど
県
政
全
般
に
つ
い
て

幅
広
く
問
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
現
場
の
声
を
し
っ
か
り
と
県

政
に
届
け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

公
明
党

　

７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
を
受
け
、
一
刻
も
早
い
復
旧
・

復
興
に
向
け
、
会
派
と
し
て
も
県
の
活
動
を
後
押
し
す
る
よ
う

な
提
言
を
し
て
い
こ
う
と
の
方
針
で
、
災
害
関
連
の
質
問
を
メ

イ
ン
に
全
体
を
構
成
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
災
害
関
連
で
は
、
今
後
の
復
旧
・
復
興
活
動
に
向
け

た
県
の
取
り
組
み
、
河
川
の
改
良
復
旧
、
山
地
災
害
・
た
め
池

被
害
・
営
農
継
続
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
た
農
林
分
野
の
問

題
、
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
避
難
情
報
の
伝
達
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
・

自
助
共
助
の
取
り
組
み
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
、
災
害
へ

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
、
小
規
模
事
業
者
支
援
・
風
評
被
害
対
策
、
防

災
教
育
、
災
害
時
の
警
察
の
広
域
連
携
な
ど
、
多
く
の
分
野
で

県
の
施
策
を
質
し
ま
し
た
。
知
事
職
務
代
理
者
か
ら
は
、
被
災

者
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
一
日
も
早
く
元
の
平
穏
な

生
活
、
仕
事
に
戻
ら
れ
る
よ
う
迅
速
か
つ
円
滑
な
復
旧
・
復
興

に
取
り
組
み
、
防
災
・
減
災
対
策
に
努
め
る
と
の
答
弁
を
得
ま

し
た
。

　

次
に
、
そ
の
他
の
県
政
課
題
と
し
て
は
、
前
議
会
に
引
き
続

き
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
問
題
や
、
来
年
度
に
控
え
た
国
民
健
康

保
険
の
県
移
管
問
題
な
ど
、
後
回
し
に
出
来
な
い
諸
課
題
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
被
災
地
へ
の
息
の
長
い
支
援
が
必
要
で
す
。
今
議
会
で

の
議
論
が
、
被
災
地
の
早
期
復
旧
・
復
興
に
少
し
で
も
活
か
さ

れ
る
よ
う
、
今
後
も
継
続
的
に
提
言
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

緑
友
会

提出された議案

可決された意見書、採択された請願

○予算議案　２件
・平成29年度福岡県一般会計補正予算（第
１号）
・平成29年度福岡県一般会計補正予算（第
２号）

○条例議案　８件
・福岡県職員の育児休業等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について
・福岡県税条例等の一部を改正する条例の
制定について
・福岡県森林環境税条例の一部を改正する
条例の制定について
・福岡県商工関係手数料条例の一部を改正
する条例の制定について
・福岡県建築都市関係手数料条例の一部を
改正する条例の制定について
・福岡県都市公園条例の一部を改正する条
例の制定について
・福岡県領収証紙条例の一部を改正する条
例の制定について
・福岡県性風俗営業等に係る不当な勧誘、
料金の取立て等の規制に関する条例及び
福岡県暴力団排除条例の一部を改正する
条例の制定について

○工事委託契約の締結についての議決内容の
一部変更について
○工事請負契約の締結についての議決内容の
一部変更について　２件
○工事請負契約の締結について
○経費負担に関する議案　６件
・農業農村環境整備事業の経費の負担につ
いて
・県営土地改良事業の経費の負担について
・県営林道開設事業の経費の負担について
・港湾局部改良事業の経費の負担について
・街路関係事業の経費の負担について
・流域下水道事業の経費の負担について
○人事に関する議案　１件
・公安委員会委員の任命について
○決算関係議案　20件
・平成28年度福岡県一般会計決算　など

　平成29年９月定例会では議案41件が提出
され、いずれも原案のとおり可決、同意、認
定、原案可決及び認定されました。

可決された意見書
○道路整備に必要な予算確保に関する意見書
○基金残高と関連付けての地方交付税の削減
を行わないことを求める意見書
○食品衛生管理の国際標準化を求める意見書
○特別養子縁組制度の利用促進に向けた民法
の改正を求める意見書
○軽油引取税の課税免除措置の存続等を求め
る意見書
○参議院議員選挙制度改革に関する意見書
採択された請願
○私立幼稚園に対する助成制度の拡充強化に
関する請願
○軽油引取税の課税免除措置に関する請願
○軽油引取税の課税免除措置延長に関する
請願


